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大形液晶表示.器
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従来,公衆用の大形表ホ器とLては機寸城式表示器が多く用いられてきたが,イ米1:

が面倒であるなどの不具合があり,可動部分のない大形表ホ器が望まれていた｡

この要望にこたえるため,表示寸法が10cm角の大形液晶表ホバネルを高精度の製

ぎ去を用いて開発することができた｡

二の液一号んノヾネルを専用LSI,マイクロコンビュ【タで制御し,携′アニや記号などの

自由な表示が可能となる｡

榊体表ホ素子としての特長を--l･分に生かLた保笥二が少なく,他のシステムとのイ

ンタフェースも谷易な小形･軽竜化Lた表ホ器を完成することができた｡

n 緒 言

従来,公衆を対象とした表ホ内容か変わる表示器として,

列車の駅や空手巷でよく見られる凶転板を用いたものなどの機

械式表示器が多用されてきた｡

しかし,これらの機械式表示器は■吋動部をもつ機器のため,

保1:に手間がかかる欠点があった｡

このたび,時計や電子式卓上計算機などの小形表示器に用

いられてきた液晶を,これまで困難であった大形の10cm角の

表示パネルにまとめ,このi夜晶パネルを用いた可動部のない

表示器を開発した｡

以下に,新たに開発Lた大形液晶表示器の概要につし､て紹

介する｡

同 大形液晶パネル

2.1液晶表示の原理と進歩

液占7.は液体のようにラ允動性をもつが,結晶のように電気的･

光学的異方性をもつ物質でぁる｡1968年にディスプレイへの

応用が発表されて以来,様々な動作モードの液晶ディスプレ

イが提案されてきたが1),現在TN(ツイステッド ネマチック)

形液晶が主流となっている｡

TN形液晶の構造は図1に示すように,透明電極と配向制

御膜を形成した2枚のガラス板の間に液晶を入れ,周辺を接

着剤で封じ､上下に偏光板をはり付けた構造である｡

電極間に電圧を印加すると液晶分子の配列方向が変わるた

め,光の透過率が変化する｡この現象を利用して表示を行なう｡

TN形液晶は電界によって液晶材料が光のシャッタとして

動作する,いわゆる受光形のディスプレイであるために,消

費電力が少なく低電圧で駆動できる｡二の長所を利用してこ

れまでに,時計,電子式卓上計算機,竜一千ゲ【ムのような小

形聾法品に応用されてきた｡

更に,液晶表示素子は,CMOS(Complementary Meta10x-

ide Semiconductor)-LSIと直接接続することができ,マイク

ロコンピュータを含めたシステムの表示器とLて非常に有利

である｡液晶駆動用LSI技術の進歩と液晶材料の改良とによ

って,時分割数も増してきている2)｡

この時分割駆動技術の進捗により,トソトマトリックス方

式で文字や図形を表示するようになってきた3)｡
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一‾方,液砧表示器の応用分野とLて,最近自動車用インス

ッルメントパネルにも使用する動きがあり,動作i温度範囲の

Jょい材料が要求され,二の方面での改良い生んでいる〔｡

2.2 大形液晶パネルの開発

上述のような技術進歩のなかで,今Ⅰ_司10cm角の人形液.‡占ノヾ

ネルを開発した｡大形化に伴い二大のような点に配慮した｡

(1)均一な色調を得るために,液晶を挟んでいる2枚のガラ

ス椒は高度な平行度を保った｡

(2)均一な表示を得るために,ドット電極間抵抗の変動幅を

少なく した｡

(3)仝表ホ痢で､均一･な状態に液晶を配向させるための特殊

な円己向制御手法を開発した｡
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図l TN(ツイステッド ネマチック)形液晶パネルの構造 透過

形,ピンコネクション付TN形液晶パネルの断面図を示す｡透明電極間に電圧を

印加L,)夜晶分子の配列を変え表示する｡
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2.3 大形液晶表示パネルの仕様

表lに本液晶パネルの仕様を,図2に液晶パネルの寸法を

示す｡

8 大形液晶表示器の特長

2章で述べた大形液姑パネルを使用した表示器は,表示器

として従来の他の方式に比べて次のような特長がある｡

3.1液晶を使用したことによる特長

(1)可動部のない表示器であり,保守の低減が図れる｡

(2)機械式表示器に比べて小形･軽量化が図れる｡

(3)液晶パネルが薄いため,表示器全体を滞形にできる｡

(4)他の固体表示素子使用の表示器に比べ,消費電力を少な

くすることができる｡

(5)高性能液晶材料の使用により良寿命である｡

3.2 制御方式による!特長

液晶は電圧制御により表示を変化させることができること

から,制御用にマイクロコンビュ【タを使用することで,下

記の特長を発揮できる｡

(1)1文字を24行×24列のトソトで構成できるたれ 投手,

仮名,英･数字,記号など自由な表示ができる｡

表l.液晶パネルの仕様 時分割駆動で,広い温度範囲で使用できる

項 イ士 様

時 分 割 数 占DutY

保存温度三組囲 -30ヘー＋800c

動作温度範囲 -20､＋700c

表 示 面 積 100_6mmX10〔).6mm

画 素 数

画素サイ ズ

縦24ドット×横24ドット

¢4mm*

画素ピッチ 4.2mm

注:* 円形ドットとし,斜めの線も;骨らかに見えるようにした｢
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(2)太示を臼_､ンニたせるため,点滅(フリソカ)動作が行なえる｡

(3)表示内才子変更はプログラムを変えることによって,容易

に可能である｡

(4)ミニコンビュータ,パl【ソナルコンビュ=タなどと,イ

ンタ7ェーースをとることができる｡

(5)日本語と‾姓語を交互二に出すなど,異なった情報を同じ表

示器を用いて表示できる(二村云媒体としても仲肝可)｡

(6)液晶パネルを縦形に並べて,縦書丈′テニ表示ができる｡

四 大形i夜晶パネルの制御と表示器構成

3章に記した特技を発揮するための具体的な手法を,帝都

高速度交通営団納♂}列車行先案内表ホ器を例にして述べる(つ

4.1時分割制御

本液晶パネルでは表示_1二は24行構成であるが,

卜を良好に保つため,時分1別数は24分う割とせず,

コ ントラ 乙

その半分の

12分割とした｡

すなわち,トソト制御は24行×24列の制御ではなく,1‾文

字分を上‾卜2段に分けた12行×(24列＋24列)の制j卸とした(｡

区13に12分割制御の概要を示す｡

二の制御を行なうための時分て別梢展準周波数の発生,及び

各電極に時分割恥動電圧を与えるスイッチング制御を行なう

ロンIソク回路は,液.～.Ⅰ,ドライバと称する専用LSI(行制御用の

コモンドライバと列制御用のカラムドライバ)によって構成し

ている｡カラムトライバにはメモリ機能を備え､マイクロコ

ンピュータの制御バスに直結することによって表ホチータを

記憶するrぅ

4.2 制御システム構成

個々の表示ユニットをまとめて;別御する中枇には8ビット

マイクロコンヒュータを用い,3.2に記Lた多様な表示機能を

実現することができる｡

システム横丁戊凹を図4に示す一つ

4.3 外部インタフェース

表示器の外部との標準インタフェースは,RS-232-C準拠

イ ンタフェースであるが,大形表ホ+許のため表示入力装置と

の距離が数百メ【トルと離れても対応できるように,20mA
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表示ドット詳細寸法

図2 i夜晶パネルの寸法 液晶パネルの正面

図,側面図及び表示ドットの詳細寸)去を示す｡
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コモンドライバ

マイクロコンピュータ制御バス

カラムドライバ

表示制御部 液晶パネル 表示ユニット

図3 12分割表示制御

｢銀+の文字を上下2段に分けて,

12行×(24列＋24列)で制御する｡.
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図4 表示器システム構成図

表示入力装置

⊂]
腰
図
5

表示器インタフェース

り,任意の文章を表示できる｡

文字パターン
記憶部

液晶制御部
注:略語説明 MPU(Micro-PrOCeSSingU山t)

CG(Character G即erater)

表示入力装置からの表示指令によって,各表示ユニットに文字パターン記憶部のデータを与える｡

液 晶 表 示 器
RS-232-C

(20mA電流ループ)

遠距離の場合使用

表示指令の形

+lSコード(16進数)瓜,

表示文字一

□ロロロロロ

ロロロロロロ

3155 3E3D 493D 3C28 242C

(液) (晶) (表) (示) (が)

近距離ではRS-Z32-Cインタフェースを,遠距離では20mA電涜ループインタフェースを利用する｡l文字ごとのコードを送

電流ル【ブインタフエースを利用することができる｡

表ホ指令は1行あるいは1面の表示内容を1佃のコードと

して用いる場合のほかに,図5に示す1■文字ごとのコードを

稚べて任意の漢字交じりの文章を表示することができる｡

4.4 表示器構成

液晶表示パネルは,暗いところでも表示文字をよく見える

ように透過形としてあり,表示器とLては内部に光順のある

ものとLた｡図6に表ホ器の基本構成をホす.｡

1文ノトニとの表示ユニットは図7の外観に示すように,後‾方

からの光を遮らず,‾更に奥行寸法を小さくする構造としている｡

表示器全休としては,外観に留意し,透明カバ】の横巻き

構造を耽り入れ,従来の機才戒式に比べ格段に薄形,軽量にな

っている表示器に,更に車引入感を与えるものとした｡図8に

実施例をホす｡
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反射板

反射板兼用
パネル支持枠 反射板 蛍光灯 液晶パネル

図6 表示器基本構成
一部を断面Lた基本構成を示す｡l本の蛍光灯

が前後の)夜晶パネルの光三原となる｡

も
(a)表面

癖藤

轡

図8 大形液晶表示器による列車行先案内表示器の例 透明カバ

ーの横巻き構造により,軽快感を出Lた｡

Iた

(b)裏面

図7 表示ユニットの外観 後方からの光を遮らず,更に奥行寸法を小さくする構造とLている｡制御パスとの

接続コネクタが下方にある｡

田 応用範囲

3章で述べたように,任意文′ナニ,記号を自由に表示できる

ことから各種の用途が考えられる｡その一例を表2に示す｡

表2 大形ミ夜晶表示器の応用範囲 大勢の人が集まる場所の表示用と

Lて適当である｡

範 囲 設置場所 具 体 例

交 通

空〉巷

鉄道

道路

フライトインフォーメーション表示,ゲート表示

案内表示,行先表示,着発表示

道路状況表示

ピ ノレ

二役所,病院

銀行
窓口呼出L表示,遅筆臣誘導表示

スポーツ

娯 楽

球場,体育館

競馬,競艇場

スコアボード,施設利用状;兄表示

ゲート表示,配当払戻金表示,ゴルフスタート表示

市】易,流通 市場,証券場 入荷量表示,株価表示
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l司 結 言

大勢の人に表示情報を提供するため10cm角の大形液晶パネ

ルを開発し,保守低減,軽量化など,特長のある表示器を完

成した｡現在,帝都高速度交通営団で順調に稼動している｡

今後は更に改良,開発を進め応用範囲の広いものとしてい

きたい｡

終わりに,二の大形液晶表示器開発の発端を与えていただ

いた帝都高速度二交通営団の関係各位及び開発に際し種々御指

導いただいた関係各位に対し,厚く御礼申し上げる｡
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